
大仙市過疎地域持続的発展計画（案）のパブリックコメントの結果について

・御意見いただきありがとうございま
す。本市では、人口減少や少子高齢化
の進行により、日常生活や地域コミュ
ニティの維持などが難しくなるなど、
様々な面で弊害が懸念されているほ
か、人口減少に伴いこれまでの行政
サービスの水準を維持し続けていくこ
とが、難しい状況になっていく可能性
もあります。こうした状況であるた
め、今後、人口減少を見据えながら、
適正な行政サービスの提供をしていく
必要があるものと考えており、より一
層、行政と市民の皆様が協働で様々な
課題に対して取り組み、持続可能なま
ちづくりをしていく必要があるものと

考えております。

１　意見募集期間
　　令和８年１月２８日（水）から令和８年２月５日（木）まで

２　募集方法
　　市のホームページに記載したほか、総合政策課窓口及び支所窓口にて縦覧スペースを設
　けました。
　　意見の提出にあたっては、提出者の氏名・住所の明記を条件としました。

３　提出された意見
　　１件のご意見をいただきました。その意見（概要）と市の考え方は次のとおりです。

【パブリックコメントにより寄せられたご意見の内容とそれに対する市の考え方について】
（１）いただいたご意見は可能な限り原文のまま載せていますが、個人情報などを含む部分
　は調整をしております。

No

・昨今の少子高齢化で、どこの地域も集落も人口が
減り、空き家や空き地が増えております。私の集落
でも空き家があり、傷みが著しく、野生動物の棲家
にもなっております。また、耕作放棄地もあり、収
穫されないまま放置されている柿や栗の木も多数あ
ります。自治会として、何か手立ては無いものかと
思案しています。地域の最小単位は自治会や町内会
だと思いますので、有益な情報の提供、そして、こ
れからの過疎地域における自治会・町内会の果たす
べき役割について、提言をいただきたいものです。

・自治体職員の方が勤務時間中に高齢者宅の除雪を
したというニュースを見ました。そのような除雪支
援を大仙市でも、もっと充実させて欲しいです。

・私達の集落では、月一で「通いの場」としてのサ
ロンを開催しています。様々な機関からの出前講座
など、人的支援をいただき大変助かっていますが、
金銭的支援が何も無いようです。幾らかでも補助金
がいただけると助かります。大曲の花火の打ち上げ
本数をほんの少し減らして、「通いの場」の補助金
にまわしてもらえないでしょうか。これが、今回、
私が一番言いたい事です。

・行政側は、これまで行政側で実施していたことを
地域主体で実施するよう動いておりますが、補助金
を出して終わりではなく、その後のサポートについ
てもお願いしたいです。（事例紹介や開催マニュア
ルの発行など、もっと地域住民の視点に立ったサ
ポートもお願いしたいです。）

・農政についてです。
我が家は、20年前に農業を廃業し、現在、田んぼを
貸しています。しかし、その方も高齢でいつまで
作ってくれるか分かりません。その方に断られた
ら、我が家の田んぼは耕作放棄地になってしまいま
す。
これからの農業(特に稲作)は、法人化すべきだと思
います。大仙市単独で進められる話ではないと思い
ますが、何とぞ推進してくださるようお願いしま
す。
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